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の口腔関連 QoL（OHRQoL）および健康関連 QoL（HRQoL）を調査した． 
2008 年 4 月から 2016 年 4 月に昭和大学歯科病院歯科補綴科・インプ
ラントセンターを受診し，インプラントによる欠損部補綴治療を希望した
患者を連続サンプリング，研究参加の同意を得た 150 名（平均 58.1±11.5
歳）を被験者とした． 
OHRQoL の評価には OHIP の日本語版，HRQoL の評価には MOS 
36-Item Short-Form Health Survey（SF-36）を用いた．調査は術前後の



















HRQoL に関しては，インプラント治療により有意に MCS が向上した
（p<0.05）．また，術前スコアが PCS と MCS の変化量と有意に関連し，
術前のスコアが悪い患者の HRQoL が改善しやすい傾向が示された
（p<0.001）．  
本研究から，インプラント治療により口腔関連 QoL のみでなく健康関
連 QoL を改善されることが示された．さらにこれらの改善度が術前の状
態から予測できる可能性が示唆された． 
